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#11-45 

【１１月５日～１１月１１日】 

〔モルドバの報道をもとに作成〕 

平成２３年１１月１５日 

在ウクライナ大使館 
 

Ａ．主な動き 

 

１．内政 

▼大統領選挙（１８日予定）に向けた動き 

・７日、４日に共産党離党を表明したドドン議員（前第一副首

相兼経済・貿易相）は、ルプ大統領代行（民主党党首）をはじ

めとする与党連合「欧州統合のための同盟」（ＡＥＩ）の大統領

候補を支持する意向はない旨発言。 

・８日、ＡＥＩ各党代表は、同日開催されたＡＥＩ評議会後、野

党・共産党の他、同党を離党した議員３名との協議を行う用意

がある旨表明。これを受け、ドドン議員は、９日以降にＡＥＩと

の協議を開始する意向を表明。 

・８日、ドドン議員は、欧州及びロシア共に良好な関係を有し

ているグレチャニ議員（前首相）が大統領候補として最も適切

である旨発言。一方、９日、フィラト首相は、同時点におけるＡ

ＥＩの大統領候補はルプ大統領代行のみであり、その他の大

統領候補推薦の可能性については今後協議の必要がある旨

発言。 

・１１日、ドドン議員は、同日開催されたＡＥＩ評議会に出席、グ

レチャニ議員を大統領候補として提案。同日、グレチャニ議

員は、大統領選挙に立候補する用意がある旨発言。一方、ギ

ンプ自由党党首は、自由党が支持をするのはルプ大統領代

行のみであり、グレチャニ前首相が大統領に選出される可能

性は無い旨発言。 

▼共産党議員の離党 

・６日、ステパニウク社会党党首は、ドドン議員に社会党への

加入を提案。８日、ドドン議員は、社会党に加入する意向であ

る旨表明。 

・７日、ヴォローニン共産党党首（前大統領）は、ドドン議員等

の離党は自発的なものではなく第３者による買収によるもの

であろう旨発言。ドドン議員は、実質的に共産党を支配してい

るのはヴォローニン党首ではなく、ドドン議員の排除を目論

むトカチュク議員である旨指摘。 

・１０日、共産党は、議員３名の離党は政治的道徳を失った

裏切り行為である旨非難する声明を発表。一方、ドドン議員

は、共産党は党の権力拡大のみを追求しており、政治危機

を解決する意向は無い旨非難。 

２．経済 

▼マクロ経済 

・１１日、国家統計局は、２０１１年１～９月の貿易赤字が対前

年同期比で３０％増加の２１．４４億ドル、モルドバの輸出額

を１５．５億ドル（５６．９％成長）、輸入額を３７億ドル（４０．

１％成長）と発表。 

３．外政 

▼レアンカ外相のルーマニア訪問 
・７日、レアンカ外務・欧州統合相は、ブカレストを訪問、ダ

ニューブ川流域国非公式外相会合に出席。同外相は、かか

る会合は、ＥＵ非加盟国にとりＥＵ基準と価値観に迅速に適

合するために極めて有益なものであるとし、オーストリア、ブ

ルガリア、ルーマニア各外相と会談。 

▼モルドバ・クロアチア政務協議 
・８日、ポポフ外務・欧州統合次官は、ノビロ・クロアチア外務

省政務担当次官と会談。両者は、二国間関係、欧州統合、

隣国関係、沿ドニエストル問題等につき協議。ポポフ次官は、

査証免除、制度改革等に関するクロアチアのベスト・プラク

ティスを受け継ぎたい旨発言。 

▼モルドバ・エクアドル外交関係樹立 
・８日、モルドバは、エクアドルとの外交関係を樹立。 

▼ウクライナ議員団のモルドバ訪問 

・８日、フィラト首相は、モルドバを訪問したキナフ地域党議

員（元首相）を団長とするウクライナ議員団と会談。両者は、

両国間の活発な政治対話を賞賛、経済、投資面でも潜在力

を生かすべきとの点で一致し、エネルギー安全保障は両国

にとっての優先課題である旨発言。 

・９日、ルプ大統領代行兼議会議長は、モルドバを訪問した

キナフ地域党議員（元首相）を団長とするウクライナ議員団

のモルドバ訪問は、両国の友好的関係のみならず戦略的結

びつきを示す旨発言。両者は、近い将来に両国のいくつか

の州を含んだドニエストル川流域に新たな欧州地域を創設

する構想に合意。 

▼モルドバ・ウクライナ政府間経済協力委員会の開催 

・１１日、キシナウにおいて５年間中断していた、モルドバ・ウ

クライナ政府間経済協力委員会が開催、農業及び産業分野

の協力、投資促進及び貿易振興を目的とした協力、更には

モルドバにおける産業パークへのウクライナ企業の参加等、

１３の課題に関する協議が実施。 

４．沿ドニエストル 

・５日、チェクオリスＯＳＣＥ未解決紛争問題担当特使は、１１

月３０日～１２月１日に実施予定の第１回「５＋２」者公式交渉

の主な議題は今後の基本的方針の策定となるであろうとし、

仲介国及びオブザーバー国は１１月下旬を目処に同方針

案を作成する予定である旨発言。 

・７日、ロシア内務省は、２００８～２００９年に１億６，０００万露

ルーブルのロシアによる人道支援を着服した疑いで、オレ

グ・スミルノフ氏（スミルノフ「大統領」の息子）等に対する捜

査を開始。 
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・１０日、沿ドニエストル「最高会議」は、沿ドニエストル「内

閣」に関する２０１２年１月１日発効の法案を採択。 

・１１日、沿ドニエストル「中央選挙管理委員会」は、スミルノ

フ現「大統領」の沿ドニエストル「大統領」選挙出馬を正式に

登録。 

 

 

※本週報ではモルドバの首都名「キシニョフ」（ロシア語読み）を暫定的に「キシナウ」（モルドバ語読み）と標記しています。 

（了） 


